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いつも、文化の森てんえい「図書室」をご利用いただきありがとうございます。 【F．Kさんおすすめ】
『土の中の子ども』/中村文則・著　新潮文庫

　　　　　　よみきかせ会 　実の親に棄てられ、孤児として引き取られた

場所においても虐待を受け、生き埋めにされた
　　　ところ・・・文化の森てんえい 「私」は、その後の人生において、常に「死」
　　　とき・・・6月20日（日）14時から15時 を欲していた。しかし、常に自虐的に生きなが

らも、集団暴行や強盗に襲われ、着実な「死」
　　　　　　　　～今回のおはなしは～ を見たときに、わずかなる「生」への欲望が

ある事を自覚する。人間のある種の矛盾を
　　　絵本　　「えだまめ」 静かに、しかし鋭く描かれたこの作品は、さすが芥川賞を受賞
　　　　　　　　　「おとうさんのかさ」 した作品だと感じた。他に、ある日突然ホームレスになってし

　　「ジャックとまめのき」　ほか まった男が蜘蛛との会話の中で自己を肯定していく「蜘蛛の声」
　　　　　　　　　　　おたのしみに！！ も収められている。

　　　　　　　　森の美術館　　　今月は大里小学校の皆さんの作品です！！
                          

　　　　
　　

　　『水道のはねの音』　　　『オオカミの遠ぼえ』 『ゆめの町がうまれたよ！』『みんな　なかよし』　　『絵の具でゆめもよう』　　『まぼろしの花』　　　　　　　　　『絵の具でゆめもよう』 『まぼろしの花』



一般新着図書 　　　　　　一般新着図書

■野菜まるごと冷凍レシピ　　　　　　　沼津りえ
■曲亭の家　　　　　　　　　　　西條奈加 ■イチバン親切なパンの教科書　　　　　坂本りか
■お探し物は図書室まで　　　　　青山美智子 ■くり返しの毎日をご機嫌にする日用品　穴吹愛美
■かか　　　　　　　　　　　　　宇佐見りん ■暮らしをまわす　　　　　　　　　　　本多さおり
■冬華　　　　　　　　　　　　　大倉崇裕 ■揺れ動く今みつけたいわたしの真ん中　Emi
■悪魔には悪魔を　　　　　　　　大沢在昌

■M・Rエム・アール　　　　　　久坂部羊 　　　　　　　　児童書・えほん　　🌼児童書・絵本の新着🌼
■ぼくたちがギュンターを殺そうとした日　ヘルマン・シュルツ

■田舎のポルシェ　　　　　　　　篠田節子 ■夢をかなえる力ののばし方　　　　　　茂木健一郎
■沈黙の終わり　上・下　　　　　堂場瞬一 ■ますますざんねんないきもの事典　　　今泉忠明
■臨床の砦　　　　　　　　　　　夏川草介 ■ちゃわんちゃんです　　　　　　　　　とよたかずひこ
■悪の芽　　　　　　　　　　　　貫井徳郎 ■オサム　　　　　　　　　　　　　　　谷川俊太郎
■白鳥とコウモリ　　　　　　　　東野圭吾 ■おとうさんがおとうさんになったひ　　長野ヒデ子
■この本を盗む者は　　　　　　　深緑野分 ■まよなかのトイレ　　　　　　　　　　まるやまあやこ
■エレジーは流れない　　　　　　三浦しをん ■くさをたべすぎたロバくん　　　　　　アヌスカ・アレプス
■友だち　　　　　　　　　　　　シーグリット・ヌーネス ■10ぴきのおばけとおおきなふね　　　　にしかわおさむ
■昏い水　　　　　　　　　　　　マーガレット・ドラブル ■クロのあたらしいうち　　　　エマ・チチェスタ―・クラーク
■炉辺の風おと　　　　　　　　　梨木香歩
■天職　　　　　　　　　　　　　天野篤
■とっておき作品集　　　　　　　佐野洋子
■文豪の悪態　　　　　　　　　　山口謠司
■中野京子の西洋奇譚　　　　　　中野京子

■えげつない！寄生生物　　　　　成田聡子

■どうしても頑張れない人たち　　宮口幸治

■博物館のファントム　　　　　　伊与原新

■瑠璃の雫　　　　　　　　　　　伊岡瞬


